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１　はじめに
　総合日本語コースは，日本語・日本文化研修留学生のために，2004年10月に開設した日本語プログ
ラムである。富山大学の外国人留学生全体の中で，日本語・日本文化研修留学生の占める割合は低いた
め，本コースの授業科目はいずれも日本語課外補講上級クラスとの合同授業として開講している。
2005年９月に，初めて本コースの修了生を送り出し，2012年10月に９期目の学生を迎えた。
　以下，2012年度秋期（2012年10月～2013年３月）及び春期（2013年４月～９月）の総合日本語コ
ースの実施状況について報告する。
2　受講学生
2.1　日本語・日本文化研修留学生
　「2012年度富山大学日本語・日本文化研修留学生プログラム」に参加した学生は３人で，その学生
は秋期，春期ともに総合日本語コースを受講した。学生の出身国はロシア２人，韓国１人で，所属は全
員人文学部である。
　総合日本語コースの授業科目として，2012年度は秋期と春期，各期９科目を提供した。総合日本語
コースの授業科目は必修科目ではないが，本学の日本語・日本文化研修留学生プログラムの修了要件の
一つとして，学部や教養教育の授業科目及び総合日本語コースの授業科目の中から各期８科目以上の履
修が義務づけられている。2012年度の日本語・日本文化研修留学生の総合日本語コースの受講状況
は，９科目（秋期４，春期５）が１人，８科目（秋期４，春期４）が１人，１科目（秋期１）が１人だった。
2.2　協定校からの短期留学生
　総合日本語コースは，日本語・日本文化研修留学生のために開設した日本語プログラムであるが， 
2006年10月より，本学との学術交流協定に基づく短期留学生も総合日本語コースに参加可能となり，
上級レベルの日本語力を有する短期留学生は総合日本語コースを受講している。短期留学生について
は，留学期間が1年の学生と半年の学生がいるため，期ごとに受講状況を述べる。
　受講者数については，秋期は11人で，出身国別の内訳は，韓国と中国各５人，ロシア１人，所属別
の内訳は人文学部６人，人間発達科学部３人，経済学部と人文科学研究科が各１人だった。春期は５人
で，出身国は全員が中国，所属別の内訳は人文学部３人，人間発達科学部と人文科学研究科が各１人だっ
た。
　履修科目数については，秋期は４科目が３人，３科目が２人，２科目が３人，１科目が３人，春期は
４科目が１人，３科目が１人，２科目が２人，１科目が１人だった。
３　担当者
　秋期は１人のセンター専任教員（濱田美和），及び，６人の謝金講師（高畠智美，中河和子，永山香
織，藤田佐和子，松岡裕見子，要門美規），春期は1人のセンター専任教員（濱田美和），及び，７人の
謝金講師（飯野令子，高畠智美，中河和子，永山香織，藤田佐和子，松岡裕見子，要門美規）が授業を
担当した。いずれの期も，センター専任教員の濱田美和がコーディネート及び日本語・日本文化研修留
学生の履修管理を行い，短期留学生の履修管理についてはセンター専任教員の加藤扶久美が行った。
総合日本語コース報告（2012年10月～2013年9月）
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４　スケジュール
　秋期は，2012年10月10日（水）～2013年２月８日（金）を授業期間とした。12月25日（火）～１月４
日（金）は冬季休業，１月18日（金）は大学入試センター試験準備日のため，休講とした。また，曜日調
整のため，11月22日（木）は金曜日，１月16日（水）は月曜日の授業を行った。
　春期は，2013年４月８日（月）～７月26日（金）を授業期間とした。曜日調整のため，５月１日（水）
と７月16日（火）は月曜日の授業を行った。
　学期ごとに，日本語・日本文化研修留学生に対しては濱田美和が，短期留学生に対しては加藤扶久美
がオリエンテーションを行った。オリエンテーションの実施日は，秋期は2012年10月２日（火），春期
は2013年４月３日（水）である。オリエンテーションでは，学生に各授業科目の目的，理解達成目標，
授業計画等を掲載した授業概要の冊子（授業概要は留学生センターホームページ上にも掲載，Web版
は日本語，英語，中国語の3言語での閲覧が可能）を渡し，コースの内容，各授業科目の詳細について
説明を行った。春期のオリエンテーションでは，履修の際の参考となるよう，秋期の学業成績通知書を
学生に渡している。履修登録は，授業開始後１週間以内に行い，履修登録を行った授業科目について学
期終了時に成績を出すシステムとしている。
５　授業内容
　総合日本語コースは，上級レベルの日本語課外補講の授業と合同で授業を行っているが，日本語課外
補講は成績評価が必要でないため，授業科目によっては必要に応じ，総合日本語コースの受講者だけに
別課題や試験を課すなどの方法を取っている。科目別の授業概要は表1の通りである。いずれの科目も
秋期と春期で同一の授業概要（目的）となっているが，秋期に履修した科目を春期に続けて履修できる
ように，授業で取り上げるトピックやタスクの内容は期ごとに変えている。
表1　総合日本語コース授業概要（2012年10月～2013年9月）
授業科目名
(開講曜限) 担当 授業概要
秋期：読解Ａ2
春期：読解Ａ1
(火曜4限)
秋期：読解Ｂ2
春期：読解Ｂ1
(水曜2限)
秋期：文法2
(木曜4限)
春期：文法1
(金曜2限)
秋期：作文2
春期：作文1
(火曜3限)
秋期：聴解2
春期：聴解1
(木曜3限）
秋期：会話2
春期：会話1
(火曜2限)
評論，解説，エッセイなどの情報素材の読解を通して，大学での学習や研究に必要
な日本語読解能力を身につける。日本語能力試験受験対策もあわせて行う。
留学生に必要とされる専門書，論文の読解能力の育成を目指し，教養書，新聞記事
等日本での学生生活で出会う様々なテキストタイプの読み物（日本人向けに書かれ
たもの）を扱う。それぞれのタイプの読み物の特徴となる基本的な構造，文体等を
把握し，それに慣れる手立てを見つける。
大学での学習，研究生活に必要な上級レベルの文法・表現（時を表す表現，接続表
現，文末表現など）を，実践的な演習を通して習得する。日本語能力試験受験対策
もあわせて行う。
論理的な文章を書くために必要な構成，表現，文法の基本を学び，学習した項目を
用いてまとまった文章を書くことで，レポートや論文を書く力をつける。文章を書
く練習はコンピュータを使って行い，ワープロ文書でのレポート作成方法も同時に
学ぶ。
大学で講義を聞いたり，演習や研究会に参加したりする際に必要な聴解力や，日常
生活に必要な聴解力を身につけるために，様々な種類の聴解練習を行う。日本語の
聴解教材とあわせて，テレビやラジオ，インターネットなど，様々なメディアを用
いた練習を行う。
ロールプレイ等での会話練習を通して，大学生活や日常生活で出会う場面や状況で
の会話力を伸ばす。また，人や物，経験など様々なトピックについて日本語で的確
に説明・描写する力，意見や感想を述べる力を養う。
藤田
永山
要門
（秋期）
飯野
（春期）
松岡
要門
松岡
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　なお，学生による授業評価アンケートは，日本語課外補講上級クラスとまとめて実施した。授業評価
アンケートの結果については，日本語課外補講報告の7 授業評価を参照いただきたい。
６　成績評価
　成績評価の方法については，成績評価の基準を授業概要に明記するとともに，オリエンテーションで
も説明している。この基準をもとに授業担当者が，優（80点～100点），良（70点～79点），可（60点～
69点），不可（59点以下）で判定を行うが，総合日本語コースの授業科目については単位が出ないこと
になっている。
　日本語・日本文化研修留学生への成績の通知は，９月の日本語・日本文化研修留学生プログラムの修
了時に，成績を記した履修証明書の発行を留学生センター長名で行った。短期留学生へは「学業成績通
知書」を加藤扶久美が作成し，学期ごとに通知した。なお，人文学部については，学部長名で「富山大
学人文学部短期留学生プログラム」に基づき，履修証明書が発行されている。
７　学生からの評価
　前述の通り，各授業科目に関する授業評価アンケートは日本語課外補講とまとめて実施し，これ以外
に，日本語・日本文化研修留学生に対しては，総合日本語コース全体についてはインタビュー調査（実
施日：2013年７月30日（火），31日（水），８月７日（水），調査対象：2012年度日本語・日本文化研修
留学生（３人））を行った。この結果を表２に示す。
秋期：漢字2
春期：漢字1
(月曜3限)
秋期：表現技術2
春期：表現技術1
(月曜2限)
秋期：日本文化2
春期：日本文化1
(水曜3限)
日常生活や大学の講義で用いられている漢字・漢字語の意味を理解し，正しく読み，
使う力を身につける。学生一人一人のレベルに応じたテキスト（『漢字1000PLUS 
INTERMEDIATE KANJI BOOK』Vol.1，Vol.2（凡人社）等）を用い，大学での学習，
研究生活に必要な漢字を習得する。
目上の人や初対面の人とやりとりする，あるいは，不特定多数の人に対して情報発
信する際に必要となる，フォーマルな場で用いられる日本語の表現，日常的・実用
的な文章の書き方，日本語での口頭発表のスキルを習得する。
留学生として日本社会を分析する試み（情報の読みとり，整理など）をTV番組，
新聞・雑誌記事，自治体広報などの様々なメディアを用いてする。日本社会を読み
解くための身の回りのリソースを活用する手だてを与え，そこから得たものを日本
語で発信する力を養成する。
高畠
濱田
中河
＊1限8:45～10:15，2限10:30～12:00，3限13:00～14:30，4限14:45～16:15
表2　総合日本語コース（日本語・日本文化研修留学生）インタビュー調査結果
１．総合日本語コース：
　　科目について
２．総合日本語コース：
　　レベルについて
３．自身の日本語力につ
いて
・十分だった。（２人）
・専門の授業科目や教養教育「日本事情」で間に合ったので，先輩から総合日本語
コースの授業は単位が出ないときいていたこともあり，日本語の授業はあまり取
らなかった。
・ちょうどよかった。特に，表現技術の授業は役に立って，良かった。
・最初は難しかったが，だんだん慣れてきた。
・Ｎ2レベルの学生向けの授業が多くて，Ｎ1に合格した学生にとっては適さないの
ではないかと思い，日本語の授業はあまり取らなかった。
・最初は，日本語で言いたいことが言えるかどうか，自然な日本語が話せているか
どうかが気になっていたが，この心配が半年経つと，だんだんなくなってきた。
照れずに日本人と話せるようになったことが，留学して，一番力がついたと思う
ところだ。また，専門の先生に答案を出したら，字が上手になったとほめられた。
書く力もついたと思う。ただ，自分の意見をちゃんと伝える力はまだ弱いと思う。
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　2.1に示したように，日本語・日本文化研修留学生３人のうち，２人は各期４～５科目受講していた
が，１人は秋期に１科目受講しただけだった。1科目のみ受講した学生は日本語力がかなり高く，イン
タビューの中でも，専門や教養教育の科目で対応できたので，総合日本語コースの授業はあまり受講し
なかったと述べている。このように，高度な日本語力を有している学生へは専門の科目等の受講を勧
め，総合日本語コースでは日本語力がまだ十分にないために専門の科目を多く受講するのが困難な学生
を主な対象とするのが望ましいと思われる。総合日本語コースの科目を多く受講した学生からは，コー
スの日本語の科目は十分だった，レベル的にもちょうどよかったという意見が聞かれ，概ね満足してい
る様子がうかがわれた。
８　おわりに
　総合日本語コースは，当初は日本語・日本文化研修留学生を対象として開設したプログラムである
が，年々，人文・社会系の短期留学生の受講が増加している。今後，コース内容をよりよいものにする
ためには，短期留学生への対応が鍵になるものと思われる。そのためには，たとえば，現在，日本語・
日本文化研修留学生を対象に行っているコース修了時のインタビュー調査を，短期留学生へも広げるな
どして，短期留学生の現状を詳細に把握していくことが必要である。
４．富山での留学生活に
　　ついて
・日本語能力，特に読解の力が伸びたと思う。富山に来た頃は，日本語のテキスト
がすごく長くて，見るとどきどきしていた。今1年前の私を思い出すと，ちょっと
だけ日本語能力が上がったと思う。読解だけとは言わないが，聴解，会話は自分
自身ではよくわからない。しかし，日本人が話す内容は，前よりもわかるように
なった。
・周りの日本人の友だちのおかげで，富山弁が聴き取れるようになった。それから，
漢字を書く力が伸びたと思う。専門の授業で，毎週ニュースを読んで，要旨を書
く授業があったので，難しいと思っていた漢字も書けるようになった。
・富山大学に留学してびっくりしたのは，先生方が留学生のためにいろいろな活動
を整えてくれていたことだ。特に，人文学部の旅行がとても良かった。富山は，
自然，特に立山があるのが素敵だと思った。ただ，富山の暑さにはちょっと困っ
た。
・富山の生活はとてもよかったが，冬はとても寒かった。外は寒くないが，部屋の
中が寒くて困った。大学生活はとてもよかった。日本に来て自分で生活して，好
きな日本語も習いながら，楽しい生活だったと思う。日本人の友だちもできた。
東京に住まなくても，日本は生活の便利さが高いので，富山でも全部できる。東
京よりお金もかからない。
・富山には，同国人があまりいないため，ほかの地域に留学した場合にあまり回っ
て来ないようなイベントにも多く誘ってもらい，いろいろな経験ができた。母校
と交流協定を結んでいる日本の大学の中で，富山大学は留学生向けの授業が組ん
であって，専門も難しいので，富山大学に留学した学生は一目置かれる。大変だ
が，その分富山大学ではいろいろなことが勉強できる。
